
令和４年度第２回

木の文化都市を継承・創出する金沢会議

令和４年12月2日
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8月金沢会議時点の内容
「計画の目指す姿・基本方針・施策の方向性について」

施策の方向性

木
の
文
化
を
感
じ
ら
れ
る

く
ら
し
と
ま
ち
を
つ
く
る

継承うけつぐ
・金沢の歴史と文
化に根差した木の
文化を継承する

創出つくる
・新たな木の文化
を創出する

基本方針目指す姿

１．木の文化を知る・理解する
木の文化都市の継承と創出の推進に取り組む意識の醸成（第８条）

２．木を日々のくらしに活用する
日常生活及び事業活動の中での木の利用（第11条）

３．木をつかった建物や空間をつくる
民間施設等における木の利用等の促進（第12条）
市の施設における積極的な木の利用等（第13条）

４．まちと森の好循環をつくる
環境負荷の低減等（第９条）
持続可能な事業環境の実現（第10条）

５．木の文化を担う主体がつながり、ともに推進していく
木の文化都市を支える連携体制の整備（第14条）

１．木の文化都市推進計画案について（施策の方向性）

施策の方向性
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施策の方向性

木
の
文
化
を
感
じ
ら
れ
る
く
ら
し
と
ま
ち
を
つ
く
る

基本方針目指す姿

継
承

創
出

１.木の文化を知る・理解
する

（１）木の文化について情報を発信する
ア．市民、事業者らに広く木の文化の情報を発信し理解を広める

イ．次世代に木の文化を発信する

（２）木材や森林などに触れる機会を提供する
イ．市民、事業者らに木材や森林に親しむ機会を提供する

ア．次世代が木材や森林に親しめる機会を提供する

２.木を仕事にする、
日々のくらしに活用する

（１）木の文化を伝える工芸、技術を継承する ア．工芸制作技術等の保存と継承を推進する

（２）木をつかった製品・工芸、技術を日々の
くらしに取り入れる

ア．木をつかった製品・工芸・技術への理解・関心を深める

イ．木をつかった製品・工芸を日々の生活や職場に取り入れるよう促す

（３）木をつかった製品・工芸・技術を事業活
動に取り入れる

ア．製品やサービス等の事業活動に木を取り入れるよう促す

イ．新たな木の活かした製品・工芸の創出を支援する

３.木をつかった建物や空間を
をまもる・つくる

（１）木の文化をつたえる建築物や空間を継承
する

ア．歴史的建築物の保全と活用及び歴史的街並みを保全する

イ．歴史的な庭園など緑を保全する

ウ．木の文化の継承に向けた人材育成する

（２）民間施設等での木の利用を促進する

ア．民間施設等の中高層・大規模建築の木造化を促進する

イ．民間施設等において内外装の木質化など木が感じられる環境整備を促進する

ウ．木の文化を感じることができる住宅の建築を促進する

エ．木造中高層・大規模建築等に係る設計者を育成支援する

（３）市の施設において積極的に木を利用する

ア．公共施設の木造化を進める

イ．公共施設で内外装の木質化など、木が感じられる環境を整備する

ウ．公共施設で利用する備品等に木材を積極的に利用する

（４）公園や街路などの公共空間に木を活かす
ア．緑（樹木）を感じられる公共空間をつくる

イ．木の質感が感じられる公共空間を作る

４.まちと森の好循環をつくる
（１）まちとくらしを支える森を整備する

ア．森林の整備保全を進める

イ．森林整備保全の担い手を育成する

ウ．持続可能な森のサイクルを確立する

（２）森の恵みを積極的に活用し、森を循環的
に更新する

ア．地域産材木材需給体制を充実する

イ．新しい林業への挑戦を支援する

５.木の文化を担う主体がつな
がり、ともに推進していく

（１）木をめぐる関係者の連携を進める
ア．木の文化都市を継承・創出する金沢会議の設置

イ．川上から川下までの情報連絡・連携

（２）産学官が連携し、木の文化の推進に取り
組む

ア．事業者らと連携して推進する

イ．大学・研究機関と連携して推進する

（３）広く関係自治体と連携し木の文化を推進
する

ア．先進自治体や周辺自治体と連携し共に推進する

イ．石川県と連携し共に推進する

8月金沢会議での意見を反映
各課照会、庁内WGでの意見を反映

１．木の文化都市推進計画案について（施策の方向性）
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１.木の文化を知る・理解する
施策の方向性 具体的取り組み 関係事業及び関係課

（１）木の文化について情報を発信
する
情報発信（頭で理解する）の視点

ア．市民、事業者らに広く木の文化の情報を発
信し理解を広める

建築文化発信事業【企画調整課】
市民向け・業界向けシンポジウムの開催【都市計画課】
縄文ワールド・チカモリ遺跡出土柱根展示【文化財保護
課】
中屋サワ遺跡出土品（木製品）の保存処理【文化財保護
課】

講演会やシンポジウムを実施し、木や森林の特性な
どについて理解を広める。

イ．次世代に木の文化を発信する 子どもの森育推進事業【森林再生課】
いいね図書館魅力アップ事業【図書館総務課】次世代を担う子供たちに木の文化を発信する。

（２）木材や森林などに触れる機会
を提供する
体験（体で経験する）する視点

ア．市民、事業者らに木材や森林に親しむ機会
を提供する 三谷さとやま交流広場利用促進事業【農業水産振興課】
体験会やワークショップなどを、実施し木や森林に
親しむ機会を提供する。
イ．次世代が木材や森林に親しめる機会を提供
する

子どもの森育推進事業【森林再生課】
「森のガイドマイスター」育成事業費補助【森林再生
課】
いいね図書館魅力アップ事業【図書館総務課】

次世代を担う子供たちに木や森林に親しむ機会を提
供する。

＜関係計画＞
金沢市森づくり基本方針「森林に親しむ」
森からはじまる金沢のミライ「森の感性が息づく金沢の森をたのしみ、森にまなぶ」
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２.木を仕事にする、日々のくらしに活用する
施策の方向性 具体的取り組み 関係事業及び関係課

（１）木の文化を伝える工芸、技術
を継承する
継承する（つなぐ）視点

ア．工芸制作技術等の保存と継承を推進する 金沢工芸子ども塾【文化政策課】
伝統産業技術研修者育成事業【クラフト政策課】
工芸工房開設奨励事業【クラフト政策課】
希少伝統産業専門塾開催事業【クラフト政策課】

金沢の木の文化を今に伝える工芸制作技術等を保存
し継承する。

（２）木をつかった製品・工芸、技
術を日々のくらしに取り入れる
日常利用（つかう）の視点

ア．木をつかった製品・工芸・技術への理解・
関心を深める 工芸のつなぎ手人材育成事業【クラフト政策課】

金沢・世界工芸トリエンナーレ開催事業【クラフト政策
課】

木を用いた日用品などの様々な製品・工芸・技術の
「使い手」の育成する。また、「作り手」と「使い
手」をつなぎ、日常生活での利用を促進する
イ．木をつかった製品・工芸を日々の生活や職
場に取り入れるよう促す

「ＫＯＧＥＩフェスタ！」開催事業【クラフト政策課】
金沢・クラフト広坂運営事業【クラフト政策課】

木を用いた日用品などの様々な製品・工芸を家庭や
職場などで木材を利用する。職場内に植栽を設置す
る。木の特性を活かし、感じられる快適な環境づく
りを推進する

（３）木をつかった製品・工芸・技
術を事業活動に取り入れる
仕事・事業（つくる）の視点

ア．製品やサービス等の事業活動に木を取り入
れるよう促す

木の文化都市・金沢推進事業者登録制度【都市計画課】企業らの活動において、職場環境に木製の什器を利
用したり、植栽を設置するなど、積極的に木を取り
入れる。
イ．新たな木の活かした製品・工芸の創出を支
援する 金沢クラフト経営支援事業【クラフト政策課】

ユネスコ創造都市交流事業【クラフト政策課】
金沢クラフトビジネス創造機構事業【クラフト政策課】
金沢ブランド工芸品開発促進事業【クラフト政策課】

「作り手」のスキルアップを支援し、生業として持
続できるものづくりの推進、まちなかでの制作環境
の整備を進める。

＜関係計画＞
金沢ＫＯＧＥＩアクションプラン
「工芸を未来に伝えるまち」／「工芸が息づくまち」／「工芸を育むまち」

金沢市ものづくり戦略 2015 改定版「新製品・新技術の開発と成長分野への展開支援」 5



施策の方向性 具体的取り組み 関係事業及び関係課

（１）木の文化をつたえる建築物や
空間を継承する
継承する（つなぐ）視点

ア．歴史的建築物の保全と活用及び歴史的街並
みを保全する

歴史的建築物活用推進事業【歴史都市推進課】
金澤町家保全活用推進事業【歴史都市推進課】
指定文化財等修理事業費補助（木造建築）【文化財保護
課】
木造の公有文化財（旧森紙店、旧田上家）の修繕・活用
【文化財保護課】

金沢の木の文化を今に伝える歴史的建築物を保全
し・活用し、これらの形作るまちなみを整備するこ
とで、木の文化を後世に継承する。
イ．歴史的な庭園など緑を保全する

指定文化財等修理事業費補助（庭園）【文化財保護課】
保存樹林の指定（保存樹等適正管理事業）【緑と花の課】金沢の豊かな庭園文化を形作る庭園を保全し、木の

文化を後世に継承する。
ウ．木の文化の継承に向けた人材育成する

職人大学校【歴史都市推進課】木の文化を継承する各種取組を進めるうえで、欠か
すことのできない担い手を育成する。

（２）民間施設等での木の利用を促
進する
民間施設の視点

ア．民間施設等の中高層・大規模建築物の木造
化を促進する 金沢型推進体制の構築に向けた研究事業【都市計画課】

木の文化都市創出モデル事業【都市計画課】
都心軸沿線見える化事業【都市計画課】循環型社会の実現等の視点から全国的に推進が図ら

れている中高層・大規模木造建築物の建築を促進す
る。
イ．民間施設等において内外装の木質化など木
が感じられる環境整備を促進する 金沢型推進体制の構築に向けた研究事業【都市計画課】

木の文化都市創出モデル事業【都市計画課】
都心軸沿線見える化事業【都市計画課】
木のある暮らしづくり奨励事業【森林再生課】住宅以外の不特定多数が利用する施設について内外

装に木が感じられる整備を促進してゆく。
ウ．木の文化を感じることができる住宅の建築
を促進する 「木の文化都市・金沢」金沢にふさわしい住宅モデル策定

事業【住宅政策課】
木のある暮らしづくり奨励事業【森林再生課】木の文化都市にふさわしい住宅の建築を推進する。

エ．木造中高層・大規模建築等に係る設計者を
育成支援する 金沢型推進体制の構築に向けた木造中層建築物検討業務

【都市計画課】全国的に育成が進められている木造中高層・大規模
建築物にかかる設計者の育成を支援する。

３.木をつかった建物や空間をまもる・つくる①
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施策の方向性 具体的取り組み 関係事業及び関係課

（３）市の施設において積極的に木
を利用する
公共施設の視点

ア．公共施設の木造化を進める
各種公共施設整備事業【関係課】金沢市の木材利用方針に基づき、市施設について可

能な建物は木造化の検討を進める。
イ．公共施設で内外装の木質化など、木が感じ
られる環境を整備する 各種公共施設整備事業【関係課】

金沢・木のぬくもりの施設整備事業【森林再生課】金沢市の木材利用方針に基づき、市施設の内外装の
木質化を進める。
ウ．公共施設で利用する備品等に木材を積極的
に利用する 各種公共施設整備事業【関係課】
市施設での、什器や備品などについて、木材を積極
的に利用する。

（４）公園や街路などの公共空間に
木を活かす
公共空間（建物外）の視点

ア．緑（樹木）を感じられる公共空間をつくる玉川公園再整備事業【緑と花の課】
街路樹魅力向上事業【緑と花の課】公園などの公共空間で樹木などの緑に触れるほか、

木を感じられる施設の整備を進める。

イ．公共空間に木の質感を取り入れる バス停木質空間創出事業【歩ける環境推進課】
木が彩る歩行空間創出事業【都市計画課】歩行空間や、バス停などの街路空間において木を感

じられる施設の整備を進める。

３.木をつかった建物や空間をまもる・つくる②

＜関係計画＞
金沢市歴史的風致維持向上計画（第２期）

方針「歴史的建造物の積極的な保全と活用」／「歴史的街並みの保全」／「後継者の育成」
金沢市文化財保存活用地域計画 個別方針「（６）人材育成」
「金沢の文化的景観城下町の伝統と文化」保存計画書
金沢市緑のまちづくり計画「基本方針１ 金沢の暮らしと営みがはぐぐんだ緑を守り、引き継ぐ」

「基本方針２ 金沢の多様な緑を活かし、魅力と質を高める【活用】」
金沢市森づくり基本方針「木を活かす」
金沢市公共建築物・公共土木工事等における木材利用方針
金沢市公共施設等総合管理計画
金沢市環境基本計画「分野目標４ 心を潤す豊かな自然を守ります （２）水と緑あふれるまちづくりの推進」
金沢市建築物耐震改修促進計画 7



４.まちと森の好循環をつくる
施策の方向性 具体的取り組み 関係事業及び関係課

（１）まちとくらしを支える森を整
備する
森づくりの視点

ア．森林の整備保全を進める

キゴ山生物多様性の森整備事業【生涯学習課(ｷｺﾞ山ふれ
あい研修ｾﾝﾀｰ)】
民有林再生支援事業費【森林再生課】
金沢産材生産力増強事業費【森林再生課】
市営造林育林施業費【森林再生課】
里山管理活動支援事業費【森林再生課】
森林広葉樹林化モデル事業【森林再生課】
森林位置情報作成事業 【森林再生課】

森林の適切な整備・保全を進める

イ．森林整備保全の担い手を育成する 金沢林業大学校運営費【森林再生課】
市民・ＮＰＯと企業の森の推進事業費【森林再生課】
金沢の森づくり団体活動事業費【森林再生課】森林の保全整備を担う担い手を育成する

ウ．持続可能な森のサイクルを確立する 金沢産材利用促進事業費「【森林再生課】
林地残材混焼発電【環境政策課】
木質エネルギー利用促進事業費【森林再生課】植える、育てる、狩る、使うのサイクルを確立し、

持続可能な森林利用を目指す。

（２）森の恵みを積極的に活用し、
森を循環的に更新する
資源活用の視点

ア．地域産材木材需給体制を充実する 金沢産材増産体制構築モデル事業【森林再生課】
県産材による木羽板製作および土塀の修復への利用【景
観政策課】木材需給体制の充実と製材所などの木材加工・流通

業との連携による金沢産材活用促進する。
イ．新しい林業への挑戦を支援する 新たな林業と中山間地域の担い手育成事業【森林再生

課】森林ローカルベンチャーの発掘・育成、自伐型林業
など新しい林業への挑戦を支援

＜関係計画＞
金沢市森づくり基本方針「森林を育てる」／「木を活かす」
森からはじまる金沢のミライ「森と共生する金沢いのちの森プロジェクト」
金沢市地球温暖化対策実行計画

基本方針「森林の再生と緑化の推進による吸収源の確保と熱環境の改善」
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５.木の文化を担う主体がつながり、ともに推進していく
施策の方向性 具体的取り組み 関係事業及び関係課

（１）木をめぐる関係者の連携を進
める
関係者全体が連携する視点

ア．木の文化都市を継承・創出する金沢会議の
設置 木の文化都市を創出する金沢会議の設置【都市計画課】
条例に基づき「木の文化都市の継承と創出の推進を
図るため、金沢会議を置く
イ．川上から川下までの情報連絡・連携 業界間の意見交換（県木材利用推進協議会セミナー）

【都市計画課】ワーキングや検討会を通して、川上から川下までの
情報連絡・連携をし推進してゆく

（２）産学官が連携し、木の文化の
推進に取り組む
産官学協働の視点

ア．事業者らと連携して推進する
木の文化都市魅力発信連携事業【都市計画課】再掲事業者らで作る業界団体等と連携し、各種イベント

の開催や、業界間の連携強化など、木の文化を推進
してゆく。
イ．大学・研究機関と連携して推進する

まちづくり学生提案モデル事業【都市計画課】
未来のまちづくり建築家育成事業【都市計画課】

大学・研究機関と連携することで、新たな技術の検
討や木を活かしたまちづくりなどをとおし、木の文
化を推進してゆく。

（３）広く関係自治体と連携し木の
文化を推進する
広域連携の視点

ア．先進自治体や周辺自治体と連携し共に推進
する 木の文化先進都市会議開催事業【都市計画課】
木の文化を推進する上で各分野の先進自治体や、木
材供給・人材交流などが可能な自治体を連携を図る。
イ．石川県と連携し共に推進する

各種事業での連携【都市計画課】各種イベントや人材育成など、県の取り組みと連携
し木の文化を推進してゆく。

＜関係計画＞
特になし ※１～４の取り組み方針の進め方
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１．木の文化都市推進計画案について（エリアの検討）

１．金沢市域を大きく二つのエリアに区分

①まちづくりエリア
おおむね市街化しており、建築物や公共空間、
人の営みに関してまちづくりとして取組を進めるエリア

②供給エリア
森林などが中心で、新鮮な空気や水、木材や
様々な森林資源、またレクリエーションや
リフレッシュの場を供給するエリア

２．”①まちづくりエリア”に施策に応じた3つの区域を設定

a．木の文化創出区域（集約都市形成計画：居住誘導区域）
木造の中高層、大規模建築物などの木の文化を創出する
新たな取組を促す区域

b．木の文化継承区域（金澤町家保全活用推進区域）
歴史的建築物や歴史的なまちなみの保全など木の文化の
歴史文化を継承する区域

c．木の文化推進重点区域
特に集中的に木の文化都市の実現に向けた
取組をおこなう区域 ①まちづくりエリア ②供給エリア

金沢市の森林
木材や森林の効
果を提供するエ
リア

推進エリア（金沢市全域）

c.木の文化推進重点区域

a.木の文化創出区域

b.木の文化継承区域
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１．木の文化都市推進計画案について（エリアの検討）

①まちづくりエリアの目指す姿

a．木の文化創出区域

b．木の文化継承区域

c．木の文化推進重点区域

木造の中高層・大規模建築物などの
木の文化を創出する新たな取り組みが
生まれている

歴史的建築物やまちなみ、庭園などが
保全され、木の文化が継承されている

木の文化都市の実現に向けた
新たな取り組みが行われている

11

①まちづくりエリア ②供給エリア

金沢市の森林
木材や森林の効
果を提供するエ
リア

推進エリア（金沢市全域）

c.木の文化推進重点区域

a.木の文化創出区域

b.木の文化継承区域



１．木の文化都市推進計画案について（エリアの検討）

②供給エリアの目指す姿
木の文化の源であり、まちとくらしを支える森を整備することで
健全に保ち、森の恵みを積極的に活用することで、森を循環的に
更新されている
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①まちづくりエリア ②供給エリア

金沢市の森林
木材や森林の効
果を提供するエ
リア

推進エリア（金沢市全域）

c.木の文化推進重点区域

a.木の文化創出区域

b.木の文化継承区域



①まちづくりエリア

a.木の文化創出区域

b.木の文化継承区域

c.木の文化推進重点区域
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②供給エリア

浅
野
川

犀
川 金沢駅

東金沢駅

西金沢駅


